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令和8年10月25日



健康づくりのつどい会場設営業務委託 仕様書 

 

１ 委託日時 令和８年１０月２５日（日）午前９時～１１時、午後３時～５時まで 

    事業の開催時間 午後１時～３時まで 

 

２ 履行場所 

 物品運搬 都島区保健福祉センター分館 大阪市都島区中野町５丁目１５番２１号 

会場 都島区民センター 大阪市都島区中野町２丁目１６番２５号 

設営場所 １階：区民ホール・ロビー・会議室２、２階：会議室３～４ 

 

３ 業務内容 

（１） 事前打ち合わせ 

契約締結後、ただちに設営にかかる打ち合わせを区担当者と行うこと。 

（２） 備品運搬業務 

次の備品を都島区保健福祉センター分館から会場に運搬し、事業終了後、都島区

保健福祉センター分館に戻すこと。 

① ソファー２台程度（３５×５５×１７０ｃｍ程度） 

② パネルスタンド２２台程度（５０×５５×１２０ｃｍ程度） 

③ みやっこパネル（４０×９０×１３０ｃｍ程度） 

④ その他備品（ダンボール３０箱程度） 

（３） 設営業務 

穴あきボード・椅子・テーブル・ソファー等の設置・撤収 

・ 別紙１及び別紙２をもとに、事前打ち合わせの協議内容のとおり設置すること。 

なお、配置図は変更する場合があるので、発注者と十分に調整すること。 

・ 備品の設置・撤収に当たっては、施設や備品の破損等がおこらないように、施設

に事前に養生等を行うこと。 

・ 穴あきボード・椅子・テーブルについては、区民センターの備品を利用すること。 

・ 区民センターの備品の破損のないように十分注意すること。また、撤収作業を円

滑に行えるよう各会場の設営前の状態を写真などに残しておくこと。 

・ 撤収の際、区民センターから借りた備品や、都島区保健福祉センター分館から運

搬してきた備品は、元のあった場所に収納すること。 

・ 撤収後、区民センターの各会場は、設営前の状態に原状回復を行うこと。 

・ 設営は、午前 11時 00分までに完了すること。撤去は終了後（午後 3時から）速

やかに行うこと。 

・ 区民センターの備品と保健福祉センターの備品の収納場所、個数を把握し、誤っ

て収納することがないよう準備をすること。 

（４） その他 

  ア 設営、撤去の際には施設に破損等ないように行い、撤去後は原状に復すること。 

    なお、通行の妨げにならないよう十分配慮し、駐車にかかる費用については受託 



者で負担するものとする。 

  イ 設置中管理を十分するとともに、設営物・施設等の破損については、いかなる理 

由においても受託者のみの責任で修復賠償することとする。 

   ウ 荒天等による事業中止の場合は、中止時点での出来高により支払いを行う。出来

高については、委託内容の内訳明細などを基に発注者と受注者が協議のうえ定

めるものとする。 

   エ 受託者は、本委託業務の執行上知り得た情報を大阪市都島区保健福祉課の承諾 

なしに他に漏らしてはならない。 

   オ 作業の終了時間は目安のため、撤収作業が終了するまで業務を行うこと。 

      カ この仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合は、別途協議を行うものと

する。   

 

４ 担当 

大阪市都島区保健福祉センター分館 中野 

大阪市都島区中野町 5-15-21 

電話 06-6882-9882   FAX 06-6925-3972 



＜ホールコーナー企画の配置(案）＞ ※内容・従事数等により調整変更あり 別紙１

※ブースは机の配置 　　　舞　　　　　　　　　　　　　　　　　　台
　　　　 ＊園児の体操時に、撮影者が殺到しないよう配置
　　　　 　体操後は、舞台側に寄せておく。

＜医師会～健康相談＞

穴あきボード

＜健康教室修了者会　ひまわり会＞
＜薬剤師会＞    ＜保健福祉センター＞

   ＜アルコール体質判定テスト＞

　　　
　　　

   ＜保健福祉センター＞
   ＜血管年齢測定＞

＜歯科医師会＞

＜ 食育パネル展示>

   ＜社会福祉協議会＞

＜助産師会＞

　　　　　

出入口

出入口
   ＜食生活改善推進員協議会

近畿中央ヤクルト販売㈱＞

　＜　健康づくり推進協議会　あゆみ会　>

机②
イス⑥

机⑤
イス⑫

机⑤
イス⑫

予備イス④

机⑤
イス⑩

机④、椅子⑫
体脂肪計②

ひまわり会大袋

①
マット②
パネル立て①

机③ イス⑥

赤ちゃん人形②

リアルケアベビー①

沐浴槽② 妊婦体験スーツ①

バスタオル④

舞台への
通路

机③
イス④
パネル立て②
パネルボード①

コンセン
ト①あり

コンセン
ト①あり

コンセント
①あり

妊婦体験スーツ

衣服③

パネル立て⑥
机⑦
イス⑫

物品置き場

野菜の計量

魚釣

机④イス⑫握力計②ストップウォッチ②
ラジカセ（区民センター分）①みやっ子体操CD①

机④
イス⑨
延長コード①

この机より前に

いかないで下さい

机⑤



                 みやっこみんなで健康づくりのつどい（会場概略図）案
※区民センター1階（１．２．３．４）　　2階（５・６）

１　ロビー     　２．舞台    ①開会・健康づくり推進宣言
配布資料コーナー
  <血液センター>
  <食育、百歳体操資料等>

←アンケート記載

 
 

演台・マイク
　出入口 アンケート記載→  

　　　　　　　　

　　受付
　　階段 EXPO、アスマイル 事務所

のぼり
　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　

会議室２ 　　　　　　　　

　　　　　自動ドア
表看板

３．会議室２（１階）　　(歯科相談・健診）   ４．会議室１（１階）(子育てママのビューティーセミナー）
　　　（協力：資生堂）

　　窓 　　　窓
※机・椅子：ホールから搬入要

　

　

６．会議室３（２F）　（骨量検査）

　　窓 延長コード

　　　　マイク

〇　　〇 　○　　○ 　　　○　　     PC

〇　〇　〇　〇　〇
〇　　〇 　○　　○ 　　　○　　

PJ
〇　　〇 　○　　○ 　　　○　　

〇　〇　〇　〇　〇
〇　　〇 　○　　○ 　　　○　　 　　　　　　　スクリーン

〇　〇　〇

５．会議室４（２F）　（医師会　ミニ講座）

リーフレット・ポス
ター展示

別紙２

　　※土足禁止

　　　①　主催者席

会議用チェアは、横
の資料室へ移動
ホールの椅子を必
要数使用。
（職員が移設）

ＥＶ

机④
イス⑩
受付セット

みやっこみんなで健康づくりのつどい

イス⑩

小演台

司会・マイ

長いす②（分
館から持ち込
み）
机⑦
イス⑫
歯科用ライト

机⑥、イス㉓

机（会議室４の机全て）

イス⑳
スクリーン①

（区民センター分）

マイク①
ＰＣ（医師会分）

ＰＪ（医師会分）

スピーカー①

机②イス②

パネル③

大型テーブル

パーテーション奥

トッキー待機場所



 

 

公正な職務の執行の確保に関する特記仕様書 

 

 

（条例の遵守） 

第 1条 受注者および受注者の役職員は、業務（以下「当該業務」という。）の履行に際し

ては、「職員等の公正な職務の執行の確保に関する条例」（平成 18年大阪市条例第 16号）

（以下「条例」という。）第 5条に規定する責務を果たさなければならない。 

 

（公益通報等の報告） 

第 2 条 受注者は、当該業務について、条例第 2 条第 1 項に規定する公益通報を受けたと

きは、速やかに、公益通報の内容を発注者（都島区役所総務課）へ報告しなければなら

ない。 

２ 受注者は、公益通報をした者又は公益通報に係る通報対象事実に係る調査に協力した

者から、条例第 12条第 1項に規定する申出を受けたときは、直ちに、当該申出の内容を

発注者（都島区役所総務課）へ報告しなければならない。 

 

（調査の協力） 

第 3 条 受注者及び受注者の役職員は、発注者又は大阪市公正職務審査委員会が条例に

基づき行う調査に協力しなければならない。 

 

（公益通報に係る情報の取扱い） 

第 4 条 受注者の役職員又は受注者の役職員であった者は、正当な理由なく公益通報に

係る事務の処理に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（発注者の解除権） 

第 5 条 発注者は、受注者が、条例の規定に基づく調査に正当な理由なく協力しないと

き又は条例の規定に基づく勧告に正当な理由なく従わないときは、本契約を解除する

ことができる。 



 

特記仕様書 

 

発注者と本契約を締結した受注者は、この契約の履行に関して、発注者の職

員から違法又は不適正な要求を受けたときは、その内容を記録し、直ちに発注

者の総務担当（連絡先：06-6882-9625）に報告しなければならない。 

 



生成 AI利用に関する特記仕様書 

 

受注者又は指定管理者（再委託及び再々委託等の相手方並びに下請負人を含む）が生成 AI を利用す

る場合は、事前に発注者あて所定様式により確認依頼をし、確認を受けるとともに、「大阪市生成 AI利

用ガイドライン（別冊 業務受託事業者等向け生成 AI 利用ガイドライン第 1.1 版）」に定められた以下

の利用規定を遵守すること。 

  

生成 AIの利用規定 

 

• 生成 AI を利用する場合は、利用業務の内容、利用者の範囲、情報セキュリティ体制等及び利用規

定の遵守・誓約内容を事前に所定様式※により発注者宛に確認依頼をし、確認を受けること。 
※ 所定様式は大阪市ホームページからダウンロードできます 

  https://www.city.osaka.lg.jp/ictsenryakushitsu/page/0000623850.html 

• 前記確認内容に変更等が生じた際には変更の確認依頼をし、確認を受けること。 

• 生成 AI は、受注者又は指定管理者の業務支援目的に限定し、市民や事業者向けの直接的なサービ

スには利用しないこと。 

• 画像及び動画の生成 AI サービスを利用する場合は、利用者が生成物を利用する際に他者の著作権

を侵害しないよう選別したコンテンツで AI モデルの学習をしているサービスを利用することを原

則とする。ただし、当該要件に該当しないサービス又は該当するか不明のサービスを利用する場合

は、生成内容が既存著作物との類似性や無許諾での依拠がないことを確認し、かつ、成果物として

利用する際は発注者の同意を得ること。 

• インターネット上の公開された環境で不特定多数の利用者に提供される定型約款・規約への同意の

みで利用可能な生成 AIの利用を禁止する。 

• 生成 AI 機能が付加された検索エンジンやサイトは、一般的にインターネットで公開されている最

新の情報を検索する目的でのみの利用とし、生成 AIによる回答を得る目的での利用を禁止する。 

• 生成 AIを利用する場合は、入力情報を学習しない設定（オプトアウト）をして利用すること。 

• 契約又は協定の履行に関して知り得た秘密及び個人情報の入力を禁止する。 

• 著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利を侵害する内容の生成につながる入

力及びそのおそれがある入力を禁止する。 

• 生成・出力内容は、誤り、偏りや差別的表現等がないか、正確性や根拠・事実関係を必ず自ら確認

すること。 

• 生成・出力内容は、著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の侵害がないか必

ず自ら確認すること。 

• 生成・出力された文章は、あくまで検討素材であり、その利用においては、受注者又は指定管理者

が責任をもって判断するものであることを踏まえ、加筆・修正のうえで使用すること。 

• 生成・出力内容は、上記に定める正確性の確認等を経たうえで、加筆・修正を加えずに利用（公表

等）する場合は、生成 AIを利用して作成した旨を明らかにして意思決定のうえで利用すること。 

• 情報セキュリティ管理体制により、利用者の範囲及び利用ログの管理などにより情報セキュリティ

の確保を徹底して適切に運用すること。 


